
 事 業 名   第 2 回英語プレゼン交流会   
 

団体名 Misawa English Activities 

代表者名 米倉 幸星 

事業実施総額 109,026 円 補助金額 91,000 円 

事業実施日 令和元年９月２２日（日）、１０月２７日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要・成果等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事業内容」 

 地域に愛着を持ち、チャレンジ精神や広い視野を持った若いグローバル

人材を育成することと外国人へ地域の有益な情報を提供することで地域

の PR につなげることを目的に、中・高校生が英語でプレゼンテーション

する交流会を 2 回開催する。 

［場所］三沢市国際交流教育センター 

［参加者の構成］運営スタッフ 8 名 

9/22（日） 

中学生 2 名、高校生 18 名、英検 3 級対策参加者 中学生 3 名 

アメリカ人協力者 21 名、日本人 30 名    合計 74 名 

10/27（日） 

中学生 1 名、高校生 32 名、大学生 3 名 

アメリカ人協力者 22 名、日本人 35 名    合計 93 名 

「概要」 

プレゼンテーマ“Guide to Aomori” 

プレゼン参加希望者がチームを作りおすすめの地域情報を選び、実際に取

材などをして情報収集を行う。その資料を英語で構築し、アメリカ人に対

して英語でプレゼンする。プレゼン終了後はすべて英語で質疑応答を行

う。 

◎9/22 

八戸聖ウルスラ学院中等部・高等部が参加（三沢市から通っている生徒 5

名）。三沢市は航空科学館、食堂、温泉、イベントなどを紹介。その他に

八戸やその周辺の地域情報をプレゼン。プレゼン前には、国際交流会を兼

ねてのウェルカムランチを実施。八戸ウルスラ学院高校は、全国高校ディ

ベート対決を行う。かなり高いレベルのディベートを披露してくれた。そ

の他に、英検 3 級受験を目指す三沢在住の生徒に、八戸ウルスラ学院高

校の高校生や先生、三沢市の ALT が協力して、英検 3 級面接試験練習や

英検合格へのアドバイスをする場を設ける。 

◎10/27 

三沢第一中、三沢高校、三本木高校、八戸工大二高の生徒、青森公立大の

学生が参加。三沢高校生は、イベント、飲食関係、各種施設、あまり知ら

れていない三沢の穴場などを紹介。八戸工大二高は八戸の水族館、青森公

立大は、三沢の軽トラ市に実際に関わっている学生が、その魅力をプレゼ

ンした。イベントホールでは実際にパフォーマンスを行う。パフォーマン

スプレゼンテーションを実施。三本木高校生は音楽に合わせて薙刀（なぎ

なた）を披露し、三沢一中生は、三沢基地内の和太鼓チームと協力して和



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要・成果等 

 

太鼓をプレゼン。また、ウェルカムランチの代わりに、お菓子などを食べ

ながら国際交流をする、ハロウィンカフェを開催した。ハロウィンの期間

中で、アメリカ人からハロウィンコスチュームで参加したいとの申し出が

あり快諾し、楽しい雰囲気を作ってくれた。 

「事業の PR方法」 

ポスター・チラシは主に高校に配布し、三沢市及び周辺市町村にも設置し

た。三沢市内の中学生へは英検 3 級対策、プレゼン参加者募集の印刷物

を配布。アメリカ人用に、英語版のチラシを作成し、国際交流イベント時

に配布したり基地内各所に設置したりした。十和田市、六戸町、おいらせ

町の教育委員会は、ALT への告知を協力してもらった。その他の告知とし

て Facebook や広報みさわでイベント告知を行った。 

「波及効果」 

イベント終了後、三沢市民のみならず、様々な方から声をかけられた。 

今回のイベントを参考に、新しい英語教育について話し合われる場が設け

られた。 

現 1 年生から英語科募集が停止された三沢高校英語科の先生から、英

語科がやってきたものに代わるこのような取り組みは歓迎しますとの言

葉を頂いた。また、三沢高校で例年行われているモスプロジェクト（2 年

生が各自プレゼンテーマを決め調査し、10 月にそれをプレゼンする取り

組み）の連携の話も出た。今後も協力してやっていくことを確認。 

英検 3 級対策イベントに参加した三沢市内の中学生は、二次試験まで

全員合格。 

アメリカ人からも高い評価を頂いた。米海軍がイベントの様子を取材し

伝えてくてた。後日「今度はアメリカ人が日本の高校に行ってアメリカに

ついてプレゼンするのはどうですか」との提案があった。その他にも頑張

った子たちへのご褒美として、基地内ミニツアーをアメリカ人が企画して

くれ、プレゼンに参加した高校生を基地内に招待。小学校や一般公開され

ていない格納庫などを見学。ランチの後、ゲームなどを楽しむ国際交流会

を開催してくれた。アメリカ人からプレゼン資料が欲しいとの依頼があ

り、データを提供。プレゼンされた場所に行ったり、商品を購入したアメ

リカ人もいた。 

「他団体との連携」 

 昨年度実施で高校側の理解も深まり、いくつかの高校が協力してくれ

た。各市町村教育委員会が ALT に声をかけてくれた。ALT の存在はこの

ような教育プログラムにとって貴重な存在で、プレゼン後の質疑応答では

多くに質問をしてくれた。その他にプレゼンに登場する各種団体、個人の

方が協力してくれた。 

「良かった点」 

昨年以上に三沢在住、或いは三沢高校に通っている生徒の参加が多かっ

た。積極的な生徒が多く、運営や司会進行役を進んでやってくれた。また

アメリカ人協力者のみならず、日本人協力者も来年度への協力を申し出て

くれた。高校生の中には、来年は自分たちが運営に関わりたいという生徒

もいた。そして何よりも、高校生の頑張りを見てアメリカ人が共感し、そ

の高校性を基地内に招待するなど、自然に国際交流の場が広がっていった

ことが良かった。 

「悪かった点」 

 リハーサルでプロジェクターの使用時、動画の音声が出なくて慌てた場



面があった。アメリカ人の小さい子がゲーム音を鳴らして嫌な顔をしてい

る方がいた。ディベート対決を行ったとき、関わっていないアメリカ人や

英語が得意ではない生徒が暇そうにしていた。9/22 のウェルカムランチ

のとき、他団体のランチと重なりラウンジスペースが狭くなり、その方々

を端の方に追いやる形になってしまった。 

「改善点」 

  機械操作が得意なスタッフの協力。プレゼン中のきめ細やかな注意事

項の告知。いろいろなタイプの参加者を想定し、飽きさせない工夫。イベ

ント会場情報の把握とその状況にあった内容やスケジュールの作成。 

「今後の展開」 

 第３回英語プレゼン交流会は、できるだけ高校生の手で作らせてみた

い。早い段階から声をかけ、アイディアを募集して準備を進める。また、

今回協力していてだいたアメリカ人や団体との繋がりを大切にし、またサ

ポートして頂く。県内の ALT が集まる団体とも繋がった。この団体とも

連携していきたい。三沢高校と連携し、モスプロジェクトや英語科に代わ

る活動をプレゼン交流会に入れていけば面白いものができそう。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 



事 業 名    三十路式 in MISAWA   
 

団体名 公益社団法人 三沢青年会議所 

代表者名       中村 貴大 

事業実施総額 1,130,430 円 補助金額 490,000 円 

事業実施日 令和元年８月１１日（日） 

事業概要・成果等 

「事業内容」 

［場所］きざん三沢 

［参加人数］外部参加人数 20 名 内部参加人数 17 名 計 37 名 

［実施内容］ 

① 書家・門脇 壽庵氏による大筆書きのオープニングイベント 

② 市長による祝辞 

③ 参加企業の PR 

④ 企業と参加者との懇談・商談 

⑤ DJ Mayong K Sato によるステージパフォーマンス 

⑥ 寄せ書き 

⑦ 記念撮影 

「事業の PR方法」 

・期間 2019 年 7 月 16 日~8 月 11 日 

・イベントポスターを市内に 100 枚配布 

・SNS での投稿 約 80 件  ・マック TV での放送（8 月 2 日） 

「良かった点」 

参加企業とのふれあいを多く見られてこと。 

「悪かった点」 

告知期間が 1 か月無い状況での活動のため、都心部などへの広報がイン

ターネット上でしか行えなかったため、集客人数が当初よりも大幅に減少

してしまった。 

「改善点」 

告知期間を 3 か月以上設け、県外に対しての PR を強化し、集客により

力を入れること。 

「参加者の意見」 

・第二の成人式としてもっと同級生を集めてくればよかった。 

・参加企業の求人に対しての熱意が伝わった 

・大筆イベントの見応えがあった 

・久しぶりに同級生とあえて嬉しかった 等 

 

 

 

 

 

 

   
 



事 業 名    寺山修司アートカレッジ    
 

団体名 寺山修司五月会 

代表者名      中里 茉莉子 

事業実施総額 694,046 円 補助金額 500,000 円 

事業実施日 
令和元年 8 月４日（日）、８月 31 日（土）、9 月 14 日（土）、 

10 月 19 日（土）、11 月 30 日（土）、12 月 14 日（土）  

事業概要・成果 

「事業内容」 

寺山修司の仕事・人物像を知ってもらうことで、転入・転出者の多い三

沢市の特色を生かし、寺山修司を通して三沢の魅力を全国的に発信するた

め、寺山修司ゆかりの人物や研究者を招聘し、多角的な寺山修司の仕事を

紹介する座学とワークショップを全 6 回開催する。 

「実施内容」 

〇トーク「音楽とともに振り返る寺山修司と 1969 年」 

8/4(日) 13:00-14:30 寺山修司記念館エキジビットホール 

講師：立川直樹（音楽プロデューサー） 

   佐藤剛（音楽プロデューサー） 

   J・A・シーザー（演劇実感室「万有引力」主宰/演出家/音楽家） 

受講人数：94 名 

内容：ヒット曲「戦争は知らない」や映画『田園に死す』の挿入歌など

を実際に聴きながら、当時の社会情勢などをお話しいただいた。 

〇講演「代表歌『マッチ擦るつかのま海に霧ふかし身捨つるほどの祖国は

ありや』を考える」 

 8/31(土) 14:00-16:00 三沢市総合社会福祉センター 

 講師：葉名尻竜一（立正大学 准教授/近現代文学） 

受講人数：27 名 

 内容：代表歌『マッチ擦るつかのま海に霧ふかし見捨てるほどの祖国は

ありや』を元に、文献等から推察できる寺山修司の作歌態度や制

作秘話のようなもの、また当時の社会情勢との関わりを講話いた

だいた。 

〇トーク&ワークショップ「寺山演劇の現場から～寺山修司が私に伝えた

こと、伝えたかったこと」 

 9/14(土) 13:00-16:30 三沢市公会堂 

 講師：根本豊（元演劇実験室「天井棧敷」/演劇実験室「万有引力」/SBC

ラジオパーソナリティー） 

受講人数：27 名 

 内容：演劇実験室「天井棧敷」でも活躍した根本豊氏に、当時の演劇公

演時の裏話や制作秘話、さらには寺山修司の印象などをお話しい

ただいた。また、闇学といった天井棧敷のワークショップを実際

に行った。 

〇造形ワークショップ「私と言う虚構…仮面を作り、そして試しに演じて

みましょう」 

10/19(土) 13:00-16:30 寺山修司記念館エキジビットホール 

講師：野村直子（舞台美術家/衣装デザイナー/イラストレーター） 

受講人数：24 名 

内容：舞台美術家の講師がやっていることを、実際に素材にも触れて体



験した。参加者各々が自分らしいお面をつくり、装飾の施しと合

わせて集合写真を撮影した。 

〇講演「戯曲『毛皮のマリー』スタートの風景ー現存する諸本を尋ねてー」 

 11/30(土) 14:00～16:00 三沢市公会堂 

 講師：久慈きみ代（青森大学名誉教授） 

共同研究者：広瀬有紀（三沢市寺山修司記念館学芸員） 

受講人数：32 名 

 内容：講師が把握している「毛皮のマリー」公演当時などの台本にまつ

わる現状の整理と、その上での研究内容・展望・成果などを紹介

いただいた。後半は学芸員による記念館所蔵資料の紹介や舞台美

術を担当した宇野亞喜良氏の話などから、当時の「毛皮のマリー」

を紹介した。 

〇詩人のトーク＆リーディング「詩の礫～書を捨てよ、荒野へ出よう～」 

 12/14（土）14:00-16:00 三沢市総合社会福祉センター 

 講師：和合亮一（詩人） 

受講人数：58 名 

内容：和合亮一氏が福島の地での詩作への取り組みを、寺山修司の言葉

を引用・紹介しながら、自作の詩のリーディングをしていただく

ことで現代詩の世界の一端を伺うことができた。  

「市民への波及効果」 

生の寺山修司や寺山修司の生きた時代や、現在の研究内容、今に与える

影響などを市民に紹介することができた。 

「他団体との連携」 

例年に引き続き「あおもり県民カレッジ三八地区地域キャンパス講座」

とも連携した。 

「成果」 

昨年を踏まえ、引き続き研究分野の講座を行うことができた。元天井桟

敷の方々をお呼びし、当時の貴重なお話を伺うことができた。ワークショ

ップの受講者も多く、22 名の方に修了証を授与した。 

「改善点」 

・ワークショップを含め受講者の定着率は増えてきたので、さらに新規の

受講者を着実に得ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



事 業 名  手話言語普及啓発事業Ⅱ三沢市民文化祭手話コーラスコラボ出演    

       

団体名 三沢ろう協会 

代表者名      吉田 實 

事業実施総額 486,051 円 補助金額 429,000 円 

事業実施日 令和元年 11 月 9 日（火） 

事業概要・成果 

「事業内容」 

 手話歌や手話コーラスと言われているものは、今は YouTubeやインター

ネット等で見る事が出来ます。しかしその多くは日本語の歌詞に手話単語を当

てはめたものが多く手話を母語とするろう者には理解できず楽しめるもので

はありません。この事業では専門の手話歌振付師に翻訳を依頼し、発表会当日

まで 3回ほど三沢市に来ていただき指導をお願いします。成果を三沢市文化

祭で披露することで手話に対する認識を改め、且つ理解を深めていただき、聴

こえる人も聞こえない人も共に楽しめることで市民の中に共生社会の実現を

訴えることを趣旨とます。 

［場所］：三沢市公会堂 

［参加人数］：２５名（ろう者 5 名、聴者（聞こえる人）２０名） 

［内容］：「ふるさと（嵐）」「手のひらに太陽を」「三沢市民の歌」 

「市民への波及効果」 

チラシ等の配布、マック TV での宣伝などから、市民より手話歌を習えると

ころの問い合わせが数件あった。 

「良かった点」 

社会福祉協議会からの協力。手話サークルの会員が一生懸命にチラシの配布

を頑張っていただいた。 

「悪かった点」 

日中、手話通訳として同行できる者がいなかったため、訪問先との意思の疎

通がうまく出来ず、こちらの意図を十分伝えることができなかった。 

「改善点」 

 一般市民を対象とした事業の開催は 2 度目になります。 

 毎年参加している市内の合唱団の方は初めてのことなので戸惑いがあった

ように思います。また時間的な余裕もなく独自の時間をいただけなかったこと

や十分に話し合う時間もなかったのが残念でした。 

「参加者の意見」 

 手話が通訳としてのスキルではなく、美しいパフォーマンスであることに驚

きました。コーラスに参加している娘も今、手話に興味を持っているところだ

ったので素晴らしい刺激になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

   



事 業 名  市民協働へ向けた土壌づくり                    

       

団体名 市民協働まちづくり隊 

代表者名      中村 陽平 

事業実施総額 504,797 円 補助金額 419,000 円 

事業実施日 
令和元年 9 月 21 日（土）、10 月 19 日（土）、11 月 23 日（土） 

12 月 14 日（土） 

事業概要・成果 

「事業内容」 

・第 1 回 9 月 21 日（土）古間木地区高齢者能力活用センター50 名 

 「楽しく話し合おう～西古間木地区の未来について」 

・第 2 回 10 月 19 日（土）古間木地区高齢者能力活用センター45 名 

 「楽しく話し合おう～西古間木地区の今について～」 

・第 3 回 11 月 23 日（土）古間木地区高齢者能力活用センター40 名 

 「楽しく話し合おう～西古間木地区の“今”を実際に見てみよう～」 

・第 4 回 12 月 14 日（土）古間木地区高齢者能力活用センター40 名 

 「楽しく話し合おう～西古間地区の“ビジョン”を考えよう～」 

全回 13:30～16:30 

「市民への波及効果」 

 今後の話し合いの結果を元に、何か形に残る事業を行い、その結果、西古間

木地区においてプラスとなる結果がもたらされることにより、各地区への波及

効果は望めると思われる。 

「他団体との連携」 

三沢市、三沢商業高等学校、三沢高等学校、三沢第五中学校、㈱青森銀行 

「良かった点」 

普段、なかなか話すことのない各世代の方々が自分達の住んでいる地区の未

来について、幅広い世代間で共通のビジョンを描けたことが良かった。 

「悪かった点」 

 地区の話し合いを上手に進めるファシリテーターが団体員にいないこと。 

「改善点」 

当初の目標である事業をおこすところまでは至らなかった点。 

「参加者の意見」 

 50 代女性から、「今までこの地域で生きてきて、ここの施設がこうなったら

とか、こういうモノができたらと想像したこともなかったが、今回のワークシ

ョップに参加して、4 か月の間だったが、こういうものができたらとか、想像

する日々がとても楽しかった。」という回答を頂き、励みになった。 

「今後の展開」 

 来期は、今期挙げられた課題を具現化する事業に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

     



事 業 名  三沢市防災フォーラム・防災キャリア教育～今、私たち（地域）にできること～                 

       

団体名 特定非営利活動法人テイクオフみさわ 

代表者名      篠塚 智 

事業実施総額 353,056 円 補助金額 243,000 円 

事業実施日 令和元年 12 月 1 日（日）、12 月 2 日（月） 

事業概要・成果 

「事業内容」 

近年の自然災害に学び、命を自分で守る（自助）、地域で活動する（共助・協

働）など、身近でできる防災対策について考える機会とする。        

① 三沢市防災フォーラムの開催 

［日時］令和元年 12 月 1 日（日）13:00～16:30 

［場所］青森県立三沢航空科学館 AV ホール 

［参加者］170 名（市民、消防団員、自主防災組織構成員、防災士、 

学生防災ボランティア等） 

［実施内容］八戸市民病院長今明秀氏による基調講演ほか、内閣府事業危機

管理専門家による国際支援、近年の災害をテーマとした情報提供のほか、

医療からの視点や、自然災害の備えとして、私たち（地域）にできること

や防災の必要性を専門家のトークセッションを通じ学ぶ機会とした。 

② 防災キャリア教育「出前講座」の開催 

JICA 国際貢献と災害対応～近年の自然災害に学ぶ～ 

［講師］内閣府事業危機管理専門家 山本 大樹 氏 

［日時］令和元年 12 月 2 日（月）13:45～15:25 

［場所］三沢市立第二中学校 2 学年 70 名 

［実施内容］「JICA 国際貢献と災害対応」と題して、JICA（独立行政法人

国際協力機構）とはどのような仕事をしているか、また実際に 2015 年 4

月 25 に起きたネパール大地震での援助活動や、開発途上国であるネパー

ルの生活をチャイ（ネパールの紅茶）の試飲を通じてご紹介いただいた。 

  また前日に開催した防災フォーラムでの、自然災害への備えとして防災の

必要性や命の大切さについて小・中学生に向けた授業を開催した。 

「事業の検証」 

➀防災意識向上のために開催した「第 1 回 三沢市防災フォーラム」は過去

に起こった自然災害に学び、身近でできる防災対策や、自助・共助・協働

の必要性を波及できた事業となりました。さらに、一般的な知識だけでは

なく、災害における医療現場からの視点や JICA 支援活動の情報を得るこ

とで、防災に関する経験や知識を持った方々に防災意識向上の担い手とし

て活躍していただく仕組み（自主防災組織）づくりや、学校での防災教育

など多方面から防災啓発を行う必要性があることを認識していただく機

会となりました。会場では、来場者から講師の方へ「災害時、逃げない人

にはどの対応したらいいのか？」「家庭でも簡単にできる防災対策は？」

など様々な質問がありました。 

  その他防災フォーラムの折込チラシを見たという聴覚障害の方から「手話

通訳はあるか？」というお問い合わせが数件ありました。（社）青森県ろ



うあ協会へフォーラムの開催時間、人数、費用などご相談したところ、時

期が遅く対応は難しい、またフォーラムの開催中すべての時間を手話とな

ると最低 5 人は必要となり、かなりの費用がかかるとのことでした。また

当方も勉強不足により当初の予算へ計上しておらず、聴覚障害をお持ちの

方への配慮がなかったことは、改善する必要がある点となりました。 

  災害発生時に、情報収集や意思伝達にハンデのある聴覚障害のある方にと

って、日頃の備えは「自分の命は自分で守る」という観点からとても大切

なことです。このような事業を開催する際には、三沢市として手話通訳を

無料で派遣するなど是非ご検討いただきたいと思います。また今回のフォ

ーラムでは、ご来場者への方々に LED ライトとホイッスルセットの防災

グッズを記念品としてお配りさせていただきましたが、大変喜ばれまし

た。 

②前文に、来場者から講師の方へ「災害時、逃げない人にはどう対応したら

いいのか？」のご質問に対し講師の方からの回答をご紹介します。 

東日本大震災の際、お年寄りが逃げずに家にいたところ、その方のお孫さ

んが、おじいちゃん、一緒に逃げよう！と声をかけてその方は難を逃れた」

というお話がありました。 

  これからも、地域を担う子供たちに、自分の地域に起こりうる災害を知っ    

ていただき、命を守るために正しい防災知識を学んでもらうため、防災キ

ャリア教育出前講座は必要であると考えております。 

「今後の展開」 

  今事業のようなフォーラムは、参加者が防災関係機関など限定的になるこ

とが多い傾向にありますが、災害時には市民が自ら行動し、また防災知識が

少ない人でも避難行動をとれなくてはいけません。 

  今後の事業は、過去の災害を教訓とした防災対策など事業の開催を続ける

ことで、市民と地域の防災力向上を図り、多くの人に自助・共助・協働の必

要性を知ってもらうことが重要と考えております。また、救出・救護・初期

消火・交通整理・建物の被災状況把握・避難所運営など、発災時において多

岐にわたるボランティア活動が期待されることから、ボランティア活動支援

体制づくりを推進できる内容を企画したいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 



事 業 名    中心市街地活性化事業    

       

団体名 ライフコミュニティパークみさわパワーズ 

代表者名      長濱 佳祐 

事業実施総額 608,868 円 補助金額 500,000 円 

事業実施日 令和元年 8 月 2４日(土) 

事業概要・成果 

「事業内容」 

 中心市街地の衰退が危惧される中で、当施設（公園）は地域住民の利便性の

みならず高齢者や障がい者などに、居心地の良い場を提供するために計画され

た施設であることから、当事業を行い地域及び高齢者や障がい者が共生する空

間とし、中心市街地全体に賑わいを取り戻し活性化に繋げ三沢市発展に寄与し

たい。 

［場所］ライフコミュニティパークみさわ 

［参加者の人数］ 約 1,700 人 

［実施内容］ 

福祉フェア、一日ショップ、フードコーナー、フリーマーケットなど 25 店

の出店販売等のほか、高等学校吹奏楽部の演奏、小学生によるバトントワリン

グ並びにコーラス、フラダンス、ヒップホップダンス、ハーモニカ演奏、一般

募集の演歌歌謡及び日本舞踊など 10 組が披露したほかに、三沢市のゆるキャ

ラである「ホッキ―ナちゃん、ほきのすけ」の握手会と写真撮影会を行い、小

さな子どもたちがはしゃぎ廻っていました。また当日は特別開催として青森県

浅虫水族館による「移動水族館」も実施し、子どもたちが魚やホタテ、ヒトデ

などに触ったり、実物大のカマイルカのヌイグルミで生態の説明を聞いたり、

さらに生き物の水温を体感したりと賑わっていました。 

「事業のＰＲ方法」 

・令和元年 7 月 3 日から 8 月 24 日まで 

・チラシ 10,000 枚、ポスター100 枚、リーフレット 5,000 枚 

「市民への波及効果」 

 今回も、大勢の人に来ていただき、会場内は賑やかな雰囲気で混雑していま

した。出店コーナーでは、福祉フェアや一日ショップ、フードコーナー、フリ

ーマーケットなど全般的に混んでおり、高齢者や障がい者をはじめ多数の地域

住民が買い物を楽しんでいました。 

 出演者の発表は、途中一時雨が降り中断しましたが、ブルーシートを敷き衣

装などが汚れないように対応し、最後まで実施することが出来ました。地域住

民の方たちも雨で帰る人も少なく、最後まで拍手や手拍子で盛り上がり、アン

コールなどもあり一緒に楽しんでいただけました。 

「他団体との連携」 

市役所通り商店街が中心となり、ポスターの掲示に努めてくれたほか、独自

の抽選会を開催しイベントを盛り上げて頂きました。 

「成果」 

福祉フェア、一日ショップ、フードコーナーなど多方面から多くの出店をし

ていただき大好評でした。また出演者も新たに日本舞踊が加わり多数の参加者

が、ダンス、踊り、コーラス、演歌、吹奏楽などを披露してくれました。 

スタッフの事前レクチャー等をしっかり行い、トラブルなどなく滞りなく終



了することが出来ました。 

「改善点」 

事前に出店者への案内にも告知しているにも関わらず、時間前に閉店し退場

することが見られたため、次回企画する際は出店希望者には、その点について

注意喚起するなど改善していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名    ハンドメイド体験プロジェクト                    

       

団体名 ハンドメイドサークル 古民家 

代表者名      馬場 はるみ 

事業実施総額 530,315 円 補助金額 450,000 円 

事業実施日 令和元年 6 月～令和２年２月 毎週木・金・土曜日（全 96 回） 

事業概要・成果 

「事業内容」 

週 3 回の裂き織り、こぎんざし、小物づくり、アクセサリーづくり等を通じ、

高齢者の居場所づくり、生きがいづくり、若者と高齢者の交流を行う。また幅

広い世代の方に体験してもらうため、町内会、三沢キッズセンターそらいえ等

に出向いてイベントを開催する。 

［場所］桂温泉隣の古民家 

毎週木・金・土（全 96 回）開催 

［参加人数］裂き織体験 24名、小物づくり 63名 計 147名 

他団体コラボの参加者（イベント参加）：114名  総合計 348名  

「事業のＰＲ方法」 

・毎月、広報紙にイベントを掲載、チラシの配布（毎月） 

・7 月に各小学校 4 年生以上にチラシ配布 

・6 月は市役所・図書館・温泉施設・ホテル・公共施設等にチラシを設置 

・イベントチラシは温泉施設に毎月配布 

「市民への波及効果」 

 裂き織体験が三沢市内でできることを皆さんに喜んでいただきました。体験

しようと思えば、十和田・八戸まで出かけることは大変なことであきらめてい

たということでした。また、この古民家で話ができること、誰かに会えること、

一人家に居るよりついでに立ち寄ること、定期的に来ることなど、自由に寄れ

ることが良いとの声をいただいております。また、八戸・十和田・階上等近隣

の市町村からも来ていただいております。 

「他団体との連携」 

そらいえに毎月 1 回出前講座を開催 

ガーデンフェスに参加 

岡三沢小 PTA の文化会へ出前講座開催 

岡三沢町内会イベント参加 

「良かった点」 

来客数は増えたと思います。定期的に毎週来てくれる方も増えました。応援

してくれる方も増え、チラシを配布してくれたり作品を貸してくれたり、協力

してくれます。また他団体とのコラボも実現しました。 

「悪かった点」 

 来客数の増加に売り上げの増加がついていかない事です。もちろん高齢者の

居場所の提供、世代間交流という本来の目的は叶っている。しかし、売り上げ

が増えないと自力での継続は難しくなります。 

「改善点」 

売上増加には毎月開催のイベントを充実させること、新しい企画を提供する



こと、作家さんを多く集めて種類を増やすことが必要と考えます。 

「参加者の意見」 

 この場所を無くさないでほしい。皆で昼食を共にし、会話することが楽しい。

体験料が安い。等 

「今後の展開」 

 サークルメンバーの作品だけでは単一化されてしますので、多くの作家さん

に参加していただき、作品や体験の種類を増やしていきたいと思います。また、

外に向けての情報発信に力を入れたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名    飼い主のいない猫をさくらねこへの活動と啓蒙事業                    

       

団体名 MISAWA さくらねこの会 

代表者名      新山 勉 

事業実施総額 454,400 円 補助金額 398,000 円 

事業実施日 令和元年 6 月 1 日から令和 2 年 2 月 6 日迄 

事業概要・成果 

「事業内容」 

放置猫の対策として TNR 活動を実施し、啓蒙活動を通じて放置猫の数を減

らし増やさないのとが重要目的であることを市民に理解してもらう。 

飼い主のいない猫が増えるのを未然に防ぐため、猫に去勢・避妊手術を施し耳

に V の形のカットがある猫（＝さくらねこ）についての啓発活動を実施する。

また飼い主のいない猫に対する去勢・避妊手術の費用を負担し、飼い主となる

方へ適正な管理方法を指導する。 

「実施数」 

避妊去勢手術実施数    雄 20 匹  雌 22 匹  合計 42 匹 

里親に出した猫の数    仔猫 19 匹  成猫 4 匹  合計 23 匹 

現場に戻した猫の数    30 匹 

医療保護した猫の数    4 匹 

関わった放置猫の数    合計 99 匹 

市民からの放置猫の照会  22 件 

適正管理者及び事業に関わった市民の数 12 人 

啓蒙活動・放置猫の講話参加者数 252 人 

「事業の PR方法」 

［期間］令和元年 6 月 1 日～令和 2 年 2 月 6 日迄 

8 月号広報三沢で MISAWA さくらねこの会事業の紹介 

パンフレット配付 

・令和元年 7 月 26 日、27 日、28 日 

三沢七夕まつり期間中パンフレット配布、約 300 部  

・令和元年 8 月 24 日 

   三沢まつり中日、ガーデンフェスティバルインサマー2019 会場 

   パンフレット配布、 約 100 部 

・令和元年 10 月 1 日 三沢市各施設等へパンフレット配付、約 50 部 

「市民への波及効果」 

広報みさわ、新聞掲載記事、啓蒙活動、放置猫に関する照会件数、手術を施

したさくらねこの数等により、ある程度の波及効果はあったと思う。 

「他団体との連携」 

 「しっぽの願い＠青森」さんから医療保護・里親探しの協力 

「改善点」 

 他団体との連帯を更に考慮する必要性 

「今後の展開」 

市民の皆さんから採択事業に関して多数照会があり、大きな支障もなく 8 案件

が終了したが、放置猫を増やさない活動の一つに TNR 活動があり、それを更



に市民の皆さんに理解して頂くと共に、行政指導の下で TNR 活動及びその啓

蒙活動を広く実施する事が重要。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 


